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地球があぶない！？

　も く じ 
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きょう かん 

「近ごろ，地球があたたかくなってきている」という話を，聞いたことはあり
ますか？
じつは，地球の平

へい

均
きん

気温は，1906年から2005年までの100年間に，0.74℃上
じょう

昇
しょう

しています。地球の長い歴史からみて，短期間でのこの気温の上がり方は，と
ても急なものと考えられています。
このまま地球があたたかくなり続けると，2100年には平均気温が1990年より

も1.8℃～4.0℃高くなるかもしれない，という報
ほう

告
こ く

もあります。気温の上昇は，
たとえ1～2℃であっても，地球でくらすわたしたち人間をふくめ，すべての生物
にとって深

しん

刻
こ く

な問題をもたらします。

あたたまっている地球

★地球（北半球）の平均気温の変化 ★日本の平均気温の変化

※年平均地上気温の平年差（1971年～2000年の平均気温を0.0とした場合の差）資料：気
き

象
しょう

庁
ちょう

『気候変動監視レポート2009』

今，地球には
たいへんなことが
起きつつあるんだって。
どういうことだろう？

日本でも，年間の平均気温は，2009年までの100年間で，

約1.1℃上昇しています。
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世界の年間の平均気温は，100年あたり0.68℃（統計期間：

1891～2009年）の割合で上昇しています。
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■ 地球温
おん

暖
だん

化のしくみ

■ 地球温暖化が進むと…… ●海
かい

抜
ばつ

の低い地
ち

域
いき

が海にしずむこ
とによって，国土が失われる

●気温の上
じょう

昇
しょう

により，北極や南極など
の氷がとけ，海面の水位が上昇する

●台風などの被害を受けやすくな
り，洪水がふえる

●暑い地域では，水不足になり，
農作物の生産量がへる

● 2100年ごろの日本では，
最高気温30℃以上の真夏
日が，およそ2倍にふえる※

わたしたちの住む地球は，まわりを大気におおわれています。大気の中には，
「温室効

こう

果
か

ガス」とよばれるものがふくまれており，その働きによって，生物が生
きていくのに適

てき

した
気温（平

へい

均
きん

15℃）
が保たれています。
近年，この温室効果
ガスが濃

こ

くなってき
たため，地球の平均
気温がだんだん上が
ってきています。こ
れを「地球の温暖化」
といいます。

こんなことが
起こったら，大変ね。
地球の温暖化を
ふせぐには，どうしたら
いいんだろう？※平均気温が4.0℃上昇すると仮定した場合の予想

▲温暖化で，溶
と

けてきている氷
ひょう

河
が

（左は1978年，右は

1998年に撮
さつ

影
えい

）

▲海面が高くなり，道路にまで水が入るよう
になった島

▼砂
さ

漠
ばく

が広がり，砂にうもれてしまった家

温室効果ガスが適度な場合
太陽によってあたためられた熱が，
たくさん宇

う

宙
ちゅう

へ放出され，適度な
気温が保たれる

温室効果ガスが濃い場合
太陽によってあたためられた熱が，
少ししか宇宙へ放出されず，気温
が上昇する



二酸化炭素 
94.7％ 

一酸化二ちっ素　1.8
フロン　1.9

メタン　1.7

※オゾン層を破壊しないフロンのなかま 
　（HFC，PFC，SF6）の合計 

化石燃料 
が燃える 
ときに 
出る 

燃料が 
燃えるとき 
に出る 

家畜のげっぷや， 
ごみのうめたて 
地などから出る 

スプレー， 
エアコン 
や冷蔵庫 
などに使 
われる 

れいぞう　こ 

か　ちく 

※ 

そう は　かい 

2000
（年）

（資料：米国オークリッジ研究所データより環境省作成　2000年）
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わたしたちの
くらしとエネルギー

地球の温暖化をふせぐには，原
げん

因
いん

となる温
室効
こう

果
か

ガスをへらしていく必要があります。
温室効果をもたらすガスは数種類あります

が，なかでも代表的なのが二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

です。
1997年12月には世界各国の代表が日本の

京都に集まり，地球温暖化をふせぐための話
し合いをしました。この会議で，各国の二酸
化炭素排

はい

出
しゅつ

量
しょう

をへらす目標が具体的に決めら
れ，達成することが約束されました。これを
「京

きょう

都
と

議
ぎ

定
てい

書
しょ

」といい，日本は，2008年から
2012年の間に，基

き

準
じゅん

となる1990年より6％
の二酸化炭素をへらすことになっています。

地球温
おん

暖
だん

化
か

をふせぐために

二酸化炭素は，ものが燃えたときなどに発
生する気体です。およそ200年ほど前から世
界じゅうで急速に産業と交通が発

はっ

展
てん

しました
が，それとともに，二酸化炭素の出る量がふ
えたと考えられています。原因は，機械を動
かすために，石炭や石油などの化石燃料が大
量に燃やされるようになったからです。
わたしたちの生活にかかわりの深いものと

して，工場が出すガスや，自動車の排
はい

気
き

ガス
に二酸化炭素が多くふくまれています。
また，火力発電所も，電力を作るときに二

酸化炭素を出しています。じっさいにものを
燃やさなくても，電気を使うことで，わたし
たちは二酸化炭素を生み出しています。

二酸化炭素をへらそう

■ 日本が出す温室効果ガスの
うちわけ

■ 世界の二酸化炭素排出量

■ 二酸化炭素の国別排
はい

出
しゅつ

量
（単位：％） 

（資料：EDMC／エネルギー・経済統計要覧2010年版）

中国 
20.7

アメリカ 
20.1

ロシア　5.3

インド　4.7
日本　4.2ドイツ　2.7

イギリス　1.8

カナダ　1.8

韓国　1.7

メキシコ　1.6

イタリア　1.5

インドネシア　1.3

オーストラリア　1.3

フランス　1.2 その他 

30.0 世界の二酸化 
炭素排出量 
288億トン 
（2007年） 

二酸化炭素を
へらすことが大
事なんだね。

どうしたら
へらすことが
できるのかしら。

（資
し

料
りょう

：温室効果ガスインベントリ
オフィス　2008年）



わたしがエネルギーを
大切に使えば，
地球を守ることが
できるのね。
よーし，やってみよう！
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エネルギーを大切にしよう

■ 二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が出るおもな原
げん

因
いん

★家庭から出る二酸化
炭素のふえ方

（資料：住環境計画研究所推計値から環境省作成　2002年） 
し　りょう じゅうかんきょうけいかくけんきゅうじょすいけい　ち かんきょうしょう 

（資料：環境省「平成22年版・環境統計集」） 

二
酸
化
炭
素
排
出
量 

200 

150 
128

158

180

100 

50 

0 
1990 2000 2007

（百万トン） 

（年度） 

■ 家庭から出る二酸化炭素のうちわけ

暖
だん

房
ぼう

23.6％

冷
れい

房
ぼう

3.2％

調理に使う
ガスや
電気
5.6％

お風
ふ

呂
ろ

や湯わかし器
25.5％

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

やテレビ・
照明など
42.1％

わたしたちの家庭からも，たくさんの二酸化炭素が出ていて，その量はふえ続
けています。その原因は，わたしたちの生活が便利になって，電気製

せい

品
ひん

などをた
くさん使うことで，エネルギ
ーの消費量がどんどんふえて
いるためと考えられています。
わたしたちひとりひとりが，

エネルギーを大切に使い，使
用量をへらすことによって，
二酸化炭素の排

はい

出
しゅつ

量をへらし，
地球温

おん

暖
だん

化
か

をふせぐことがで
きるのです。

運
うん

輸
ゆ

発電など

ごみの処
しょ

理
り

家　庭

事
じ

務
む

所・ビルなど

工　場
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住まいのエネルギーに
ついて考えてみよう

わたしたちは，毎日の生活のなかで，エネルギーを使っています。食事をした
り，本を読んだりするときに使う照明や，暑さ・寒さを調整する冷

れい

暖
だん

房
ぼう

機は，エ
ネルギーを消費して，二酸

さん

化
か

炭
たん

素
そ

を出しています。
どうすれば，なるべくエネルギーを消費しないですむか，考えてみましょう。

生活のなかのエネルギー

学校の教室・図書館（200～750） 

目的に合った照明と明るさ 

手
も
と 

部
屋
全
体 

食事・調理（200～500） 

勉強・読書（500～1000） 

居間・ろうか（30～75） 

食堂・台所（50～100） 

勉強するところ（80～150） 

（JIS照度基準による） 
き　じゅん 

手芸・さいほう（750～2000） 

0 500 1000 1500 2000

0 500 1000 1500 2000
単位はルクス（明るさの単位）

■ 照度計で，明るさを測
はか

ってみよう

■ 日光を部屋にとり入れるくふう
日光をとり入れる

ちょっとしたくふうで，

部屋を明るくすることが

できるんだね。

必要以上に

電気を使って明るく

しているところが

ないかしら。

窓
まど

ぎわに，光をさえぎる家具
を置かない。

明るさを測る
照度計。測る
ときは，自分
の体で光をさ
えぎらないよ
うにしよう。

窓は，いつもきれいにして
おく。

※直
ちょく

射
しゃ

日光は目を
いためるので，
本を読むときは気
をつけましょう。



北 

南 西 

東 
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日の当たらない

ところは，

すずしいね。

■ どんな場所があたたかいかな？

部屋の中への日光のさし方

日の当たる

ところは，

あたたかいね。

日当たりのよい場所と悪い場所で，
温度をくらべてみよう。
また，窓

まど

の向きを方位磁
じ

針
しん

で調べて，
温度をくらべてみよう。

■ 風通しをよくするくふう

窓の開け方をくふうして，風通しをよくしよう。

１日じゅう，日
光は，ほとんど
さしこまない。

午前中は日が当た
らない。夕方にな
ると，日光が深く
さしこむ。

朝は，日光が深く
さしこむ。午後に
なると，日は当た
らない。

冬は，１日じゅう
日光がさしこむ。
夏は，あまり深く
さしこまない。

北

西

東

南
日の当たるところは明るくて，

あたたかい。

日が当たらなくて風通しのいい

ところは，すずしい。

日光や風をうまく利用すれば，

照明や冷
れい

暖
だん

房
ぼう

機
き

をあまり使わな

くてすむんだね。

緑のカーテン
日当たりのよい部

屋は，夏になると，
とても暑く感じられ
ます。窓から太陽の
光がさしこんで，壁

かべ

や床
ゆか

をあたためるか
らです。
そこで，こんなく

ふうをしている学校
があります。
教室の窓のそば

に，緑の植物を植えて，葉っぱが窓をおおう
ようにしたところ，室内の温度が下がりまし
た。
植物が太陽の光を受けると，水分が蒸

じょう

発
はつ

し
ます。そのとき，まわりの空気の温度が下が
ります。
緑の葉でできたカーテンは，自然のクーラ

ーの役目をはたしてくれるのです。

▲サーモカメラで見ると，カーテンのある場所の温
度が低いことがわかる。

▲東京都板橋区立板橋
第七小学校の子どもた
ちが作った，緑のカー
テン。

すずしいなあ。



●冷
れい

房
ぼう

の設
せっ

定
てい

温度を１℃
上げると……

※外の気温が31℃の時，エアコン（2.2kW）の冷
れい

房
ぼう

設
せっ

定
てい

温度を27℃から28℃にした場合（使用時間：１
日に９時間）

8

夏
窓
まど

を開けて，風通しをよくする
窓に，すだれやブラインドなどの日
よけをかける

窓のそばに緑の植物（へちま，
きゅうり，朝顔など）を置く

玄
げん

関
かん

先
さき

などに，水をまく（打ち水）

★右のくふうで，
合計53.3kgの二
酸化炭素をへら
せます。これは，
直径 1 mの風船
約55個ぶんにな
ります。

にすずしくくらすくふう

●冷房を使う時間を，
１日１時間へらす
と……

※設定温度が28℃の場合

7.0kg

11.3kg
二酸

さん

化
か

炭
たん

素
そ

の
へる量は１年間に 二酸化炭素の

へる量は１年間に

いろいろくふうしてみると，

省エネルギーになるんだね。

省エネルギーにチャレンジ！

やってみよう！
省エネルギーのくふう
しょう
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日本には四季があり，季節のうつり変わりとともに，気温が変化します。わたした
ちは，気温の変化にあわせて，着る衣服などを変え，快

かい

適
てき

な生活をおくっています。
家の中でも，冷

れい

房
ぼう

や暖
だん

房
ぼう

などだけにたよらず，さまざまなくふうをすることで，暑
さや寒さをやわらげることができます。こうしたくふうは，エネルギーの消費を節約
することにつながります。

冬

ほかにもあるよ！　
家でできる省

しょう

エネルギーのくふう
・おふろには，家族みんなで続けて
入ろう

・使っていない照明は，
こまめに消そう

・冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

のドアを開け
たら，すぐしめよう

・テレビを見終わった
ら，主電源を切ろう

ドアや窓
まど

は，きちんとしめる

厚
あつ

手
で

のカーテンをする・雨戸
やシャッターをしめて，あた
たかい空気を外へにがさない

１まい多く着たり，ひざかけなどをか
ける・じゅうたんやカーペットをしく

にあたたかくくらすくふう

（資
し

料
りょう

：（財）省エネルギーセンター）

●暖房の設
せっ

定
てい

温度を
１℃下げると……

※外の気温が 6℃の時，エアコン
（2.2kW）の暖房設定温度を21℃から
20℃にした場合（使用時間:１日に９
時間）

19.8kg

●暖房を使う時間を，
１日１時間へらす
と……

※設定温度が20℃の場合

15.2kg

二酸化炭素の
へる量は１年間に

みんなも，自分で
できる省エネルギ
ーのくふうを，書
いてみてね。

二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の
へる量は１年間に



岐
ぎ

阜
ふ

県・白
しら

川
かわ

郷
ごう

の家
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日本の住まいには、冷
れい

暖
だん

房
ぼう

機が取り入れられる前から、暑さや寒さをやわらげ
て、快

かい

適
てき

な生活をおくるための、さまざまなくふうがありました。
昔からある伝統的な住まいには、どのようなくふうがされているのでしょうか。

伝
でん

統
とう

的な住まいのくふう

沖
おき

縄
なわ

県・竹
たけ

富
とみ

島の家

しっくい＊で固められた，赤い瓦
かわら

の屋根は，

強い日ざしをやわらげ，台風で飛ばされな

いようにくふうされています。

＊しっくい
石灰などでできた，壁

かべ

をぬる材料。

ひさしが大きくはりだしていて，強い

日ざしと雨をさけられるようになって

います。また，戸口を広くして，風通

しをよくしています。

かやぶきの屋根は，空気をたくさんふくん

でいて，熱を伝えにくくする「断
だん

熱
ねつ

効
こう

果
か

」

があります。そのため，夏はすずしく，冬

はあたたかく過ごすことができます。また，

急な角度のかたむきがあるため，雪がつも

りにくくなっています。

南の島・沖縄県に昔からあるこの家は，
強い日ざしと，台風の風雨をさけるよう
に，くふうして建てられています。

この地
ち

域
いき

には，「合
がっ

掌
しょう

づくり」といわれ
る，昔ながらのかやぶき屋根を持つ家が
建っており，世界文化遺

い

産
さん

にも登録され
ています。

日本の家には

昔から，温度調節の

くふうがあったんだね。

省エネルギーに役立つ
住まいのくふう

しょう
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京
きょう

都
と

府
ふ

・京都市の家

通りに面した店の部分や蔵
くら

が，外から入る熱をふせいでいます。

家の中ほどと裏
うら

手
て

に二つの庭があり，

室内の空気が流れて，風が通るよう

にくふうされています。また，軒
のき

先
さき

にはすだれをかけて，日ざしをさけ

ています。

今のわたしたちがくらす住まいにも，伝
でん

統
とう

的
てき

な住まいから学んだ知恵をいかし
て，快

かい

適
てき

な生活をおくるためのくふうができます。どのようなくふうがあるか，
見てみましょう。

現代の住まいのくふう

山にかこまれた盆
ぼん

地
ち

にあるこの地
ち

域
いき

は，夏はたい
へんむし暑くなります。店と住まいがひとつになっ
た，「町

まち

家
や

」とよばれるつくりの家には，夏にすずし
く住まうための，さまざまなくふうがあります。

ひさしのでっぱりを大きくする・窓の外に落葉樹を植える 夏は日ざしをふせぎ，冬は日光がさしこむよう

になります。

断
だん

熱
ねつ

材を使ったり，窓
まど

ガラスを二重にする

など，断熱のくふうをする

住宅を建てるのに使う断熱材や二重の窓ガ

ラスは，熱が伝わりにくく，断熱効果があ

ります。冷
れい

暖
だん

房
ぼう

機を使ったときも，効
こう

率
りつ

が

よくなり，エネルギーを節約できます。

二重のガラス

夏 冬

断熱材
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自然の力を借りた
新しいエネルギー

温室効
こう

果
か

ガスを出さない、新しいエネルギー

■ 太陽光発電

太陽電池 

建物の屋上や屋根に「太陽
電池」をおき，太陽の光で電
気を起こします。
家庭で使う電気の半分以上

を，まかなうことができます。
また，あまった電気を電力会
社に売ることもできます。

わたしたちが生活に使う電力の半分以上は，火力発電によって作られています。
火力発電所では，石油や石炭，天然ガスなどの化石燃

ねん

料
りょう

を燃
も

やして電力を作り，
二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温室効果ガスを出しています。
温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

量をへらして地球の温
おん

暖
だん

化をふせぐために，エネルギーの
消費をおさえるほか，温室効果ガスを出さない，新しいエネルギーを利用するこ
とがのぞまれています。
太陽の光や風など，自然の力を利用したエネルギーは，化石燃料を燃やさない

エネルギーとして，注目されています。また，化石燃料のかわりになる，新しい
燃料も開発されています。

■ 太陽熱利用
家の屋根などにおいた太陽熱温水器で，水を温
めてお湯を作り，お風呂や給湯に使います。
また，お湯を循

じゅん

環
かん

させれば，床
ゆか

暖
だん

房
ぼう

などにも利
用することができます。

太陽の力
を借りる

太陽熱温水器

温室効
こう

果
か

ガスを出さないですむ
エネルギーがあるんだね。
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■ バイオマス燃料

植物などの生物を，「バイオ
マス」といいます。自然を産業に
利用したあとにでる，木くず・しぼりかす・
草食動物のふんなど，今までごみとして捨て
られることが多かったものを，燃料として再
利用することがさかんになってきています。
これを「バイオマス燃料」とよんでいます。

■ 風力発電

風の力で風車をまわし，その回転運動を発
電機に伝えて，電気を起こします。
北
ほっ

海
かい

道
どう

・青
あお

森
もり

・秋
あき

田
た

などの海岸部や，沖
おき

縄
なわ

の島々などでは，風力発電がさかんに行われ
ています。

■ 雪
せっ

氷
ひょう

熱利用

雪や氷の冷たい熱エネルギーを，建物の冷
れい

房
ぼう

や，農作物などの冷
れい

蔵
ぞう

に使います。冬に降
ふ

り積もった雪や，水を冷たい外の空気で氷に
したものを保

ほ

存
ぞん

して，利用します。

■ 燃料電池

「水
すい

素
そ

」と「酸
さん

素
そ

」を化学反
はん

応
のう

させて，発電
する装

そう

置
ち

です。利用する酸素は，大気中から
取り入れます。発電後は水しか出ないので，
空気をよごしません。発電と同時に発生する
熱も，いかすことができます。

風の力を
借りる

雪・氷の
力を
借りる

木くずや 
いらなくなった木材 
 
 

さとうきびの 
しぼりかす 

家畜のふん尿など 
か　ちく にょう 

　固体燃料 

　メタノール 
（アルコールの一種） 
 

メタンガス 

バイオマス燃料の例 

▲家庭用に開発された燃料電池。冷蔵庫ほどの大き
さで，家庭で使う電気を自分で作ることができる。

捨てていた
ものを
エネルギー
に利用

空気を
よごさない
新しい
エネルギー
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わたしたちは，太陽の光や，緑の木の力をわけてもらいながら，くらしていま
す。太陽や緑を大切にすることは，エネルギーの消費をへらし，地球を大切にす
ることにつながっています。
今，太陽や緑などの自然を取り入れた，新しい住まいがふえてきています。
このような住まいがふえれば，わたしたちの地球は，もっと住みやすくなるこ

とでしょう。

地球を大切にする住まい

１ 地球にやさしい住まいづくりのくふう
◎ 環境にやさしい
住まい
「環

かん

境
きょう

共
きょう

生
せい

住
じゅう

宅
たく

」

「環境」とは，わたした
ち人間をふくむ生物をと
りかこみ，影

えい

響
きょう

をあたえ
るすべてのものをいいま
す。
地球という大きな環境か
ら，わたしたちがくらす家
のまわりの地

ち

域
いき

，そして家
の中までを，ひとつの「環
境」ととらえ，その環境を
よりよいものにしていくこ
とを目ざした住まいを，
「環境共生住宅」とよんで
います。
環境共生住宅は，①地球
にやさしい住まい，②まわ
りの環境と親しむ住まい，
③健康で快

かい

適
てき

な住まいとい
う３つの目標をもっていま
す。

住まいに自然のエネルギーを利用したり，冷
れい

暖
だん

房
ぼう

の効
こう

率
りつ

を高めたりするくふうをすれば，生活するう
えで，無理なくエネルギーを節約することができま
す。
〇家を断

だん

熱
ねつ

し，すきま風をなくして，冷暖房の効率
を高める
…断熱材や，二重のガラス窓

まど

などを利用します。
〇自然のエネルギーを家にとりこむ
…太陽光発電などを利用します。
などのくふうがあります。

住まいそのものにも
いろいろなくふうが
できるんだね。

壁
かべ

や窓などに断熱のくふうをし，太陽光発電を利用しています。

環境にやさしい
これからの住まい

か ん き ょ う
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３ 健康で快
かい

適
てき

な住まい方のくふう

２まわりの環
かん

境
きょう

と親しむ住まい方のくふう

家の中だけではなく，まわりの環境も「住
まい」であると考え，積極的に関

かか

わりを持つ
住まい方のくふうです。
〇家のまわりや建物に緑を植える
…緑の葉には，熱を吸収

きゅうしゅう

して，まわりの空
気を冷たくする働きがあります。家のまわ
りの冷たい空気を，家の中にとりいれるこ
とができます。
〇ビオトープ＊をつくって，自然のなかまをよぶ
…水辺には，虫などの小さい生き物がやっ
てきます。自然のなかまをよび，育ててい
くことで，地

ち

域
いき

の環境を守っていくことがで
きます。
などのくふうがあります。

家は，わたしたちにとって，安らぐための場所で
もあります。健康で快適な生活をおくるには，家の
中の環境にも気をつけて，くふうする必要がありま
す。
〇家の中のきれいな空気を保つ
…風通しをよくして，よごれた空気や湿

しっ

気
け

を外
へ出すことで，カビや害虫の発生をふせぎます。
〇家の中を清

せい

潔
けつ

に保つ
…結
けつ

露
ろ

やカビなどが発生しないよう，
家具の置き方などをくふうして，十分に
日光をとりいれられるようにします。

などのくふうがあります。

屋上にたくさんの緑

を植え，直
ちょく

射
しゃ

日光が

建物を熱くするのを，

ふせいでいます。

大きい窓
まど

からは，自然の光と風

が，たくさん入ってきます。

集合住
じゅう

宅
たく

の敷
しき

地
ち

内にあるビオトープには，

たくさんの生き物が住んでいます。この住

宅では，風力発電も利用しています。

緑の葉は，二酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

して，
酸素を作り出すと
いう大切な役目を
はたしています。

こんな家に
住んで
みたいなあ。

＊ビオトープ…いろいろな野生の生き物がくらす場所



お う ち の 方 へ
日本の住まいはかつて，自然とともにありました。暮らしも寒さ，暑さをしのぐために，地域の特性
に応じた様々な工夫が編み出されました。そこでは，多少の不便さを我慢することも必要でした。そん
な住まいや暮らしも，この半世紀のあいだに急速に変化しました。ふんだんに手に入るエネルギー源や
材料，製品のおかげで，私達の暮らしは大変便利で快適になりました。もう元には戻れない。誰しもが
思うことかもしれません。
しかし，このような暮らしをいつまでも続けられない。その前に私たちの生活環境，地域，そして地
球そのものがおかしくなってしまう，そんなことが世界中で真剣に議論されるようになりました。地球
温暖化の問題はその代表的な例です。
では私たちはどうすればいいのでしょう。場所や形は違っても，誰もが住まいで寝起きし，生活して
います。そして誰もがより快適な生活を夢見ています。エネルギーや資源を無駄使いせずに気持ちよく
過ごせる住まいをつくる，そしてそんな暮らしを送る。一見矛盾したテーマです。しかし，近年のさま
ざまな研究や試みの結果，それは実現できることがわかってきました。この副読本には，そうした工夫
や知恵がたくさん詰まっています。
住まいに関する工夫は，大人にしかできないと思われがちですが，未来を担う子どもたちにとっても，
地球温暖化は重要な問題です。環境を大切にしながら自分も気持ちよく過ごせる住まいについて，子ど
もの頃から考えられるようになってほしいと願っています。

東京都市大学都市生活学部教授　岩村　和夫
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